
(57)【要約】

【課題】微少重力環境下、または加重下の水平姿勢にお

いて、常に作動流体が吸熱部に内在可能なヒートパイプ

を提供する。

【解決手段】本発明は、細管からなる少なくとも一本の

管状体において、その一部近傍に配置された発熱体と対

向する吸熱部と、この発熱体と離隔させた排熱部とを有

するヒートパイプであって、前記作動流体が吸熱部管内

に封入されることにより、作動流体を流動または蒸散、

かつ還流させた構成とした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
管 状 体 に お い て 、 そ の 一 部 近 傍 に 配 置 さ れ た 発 熱 体 に 対 向 す る 吸 熱 部 と 、 こ の 発 熱 体 と 離
隔 さ せ た 排 熱 部 と を 有 す る ヒ ー ト パ イ プ で あ っ て 、 前 記 作 動 流 体 が 管 内 に 封 入 さ れ る こ と
に よ り 、 作 動 流 体 を 流 動 ま た は 蒸 散 、 か つ 還 流 さ せ た こ と を 特 徴 と す る ヒ ー ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
管 状 の ヒ ー ト パ イ プ で あ っ て 、 微 小 重 力 環 境 下 の 熱 制 御 装 置 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 熱 部 か ら 、 作 動 流 体 の 顕 熱 、 潜 熱 ま た は こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 熱 輸 送 を さ せ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 吸 熱 部 の 管 状 体 内 壁 面 に 表 面 処 理 が な さ れ た こ と に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 に 作
動 流 体 を 内 在 さ せ 、 こ の 作 動 流 体 を 介 し て 吸 熱 部 か ら 熱 輸 送 を さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 吸 熱 部 と 排 熱 部 と の 管 状 体 内 壁 面 の 表 面 処 理 を 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、 各 内 壁 面 が
作 動 流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を コ ン ト ロ ー ル さ せ 、 管 内 を 、 交 互 に 、 液 に よ
る 閉 塞 状 態 の 領 域 、 蒸 気 の 領 域 と な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ヒ ー
ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 吸 熱 部 の 管 状 体 内 面 部 が 微 細 形 状 に 加 工 さ れ た こ と に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 に
作 動 流 体 を 内 在 さ せ 、 こ の 作 動 流 体 を 介 し て 吸 熱 部 か ら 熱 輸 送 を さ せ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 吸 熱 部 と 排 熱 部 と の 管 状 体 内 面 部 の 微 細 形 状 が 異 な る こ と に よ っ て 、 各 内 面 部 が 作 動
流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を コ ン ト ロ ー ル さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の ヒ ー ト パ イ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ヒ ー ト パ イ プ に 関 し 、 た と え ば 、 人 工 衛 星 に お い て 、 宇 宙 軌 道 上 の 微 小 重 力 環
境 で 用 い ら れ る 熱 制 御 装 置 の ヒ ー ト パ イ プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 人 工 衛 星 の 電 子 系 統 な ど 発 熱 機 器 に 用 い る 熱 制 御 装 置 で は 、 特 定 の 微 小 素 子 を
重 点 的 に 冷 却 す る 場 合 な ど に 、 単 管 と し て 細 管 を 利 用 し た ヒ ー ト パ イ プ が 実 用 化 さ れ て い
る 。 こ の ヒ ー ト パ イ プ に は 、 発 熱 機 器 に 近 接 さ せ た 中 央 部 の 吸 熱 領 域 に 、 揮 発 性 の 作 動 液
が 充 填 し て あ っ て 、 吸 熱 に よ り 得 ら れ る 蒸 気 を 両 端 部 の 排 熱 領 域 に 拡 散 さ せ 、 放 熱 に 伴 っ
て 液 化 さ せ 、 吸 熱 領 域 に 還 流 さ せ る 技 術 が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 宇 宙 軌 道 上 の 微 少 重 力
環 境 で の 動 作 を 保 証 す る た め に 、 ヒ ー ト パ イ プ の 内 周 面 に ウ ィ ッ ク な ど の 液 保 有 構 造 や 、
逆 止 弁 を 設 け た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の ヒ ー ト パ イ プ に は 、 多 数 の 溝 の 深 さ と 管 内 径 と を 一 様 な 所 定 比 に 制 御 し て あ る 。 こ
れ に よ っ て 、 蒸 気 と の 接 触 に 抗 し て 作 動 液 の 還 流 を 相 対 的 に 促 し 、 そ の 最 大 熱 輸 送 量 を 維
持 し よ う と す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
ま た 、 従 来 の 他 の ヒ ー ト パ イ プ に は 、 そ の 継 目 構 造 を 改 良 し た も の で あ っ て 、 継 目 下 に 形
成 さ れ て し ま う リ ン グ 状 の ス リ ッ ト を 、 ス リ ッ ト 内 周 に 設 け た メ ッ シ ュ で ブ リ ッ ジ す る こ
と に よ り 、 特 に 地 上 試 験 な ど の 重 力 下 で 、 作 動 液 の 流 路 が 連 結 す る よ う に さ せ た も の が あ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － ３ ４ ０ ０ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 昭 ６ ３ － １ １ ６ ７ ６ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 に よ る ヒ ー ト パ イ プ で は 、 次 の よ う な 問 題 点 が 生 じ て い た 。 単
管 の ひ と つ で あ る 細 管 を 利 用 し た ヒ ー ト パ イ プ は 、 一 般 に 、 作 動 流 体 の 重 力 偏 移 を 意 図 し
た 環 境 で 使 用 さ れ る も の で あ っ て 、 微 小 重 力 環 境 下 の 単 管 ヒ ー ト パ イ プ で は 、 発 熱 体 と 対
向 し た 吸 熱 部 の 諸 所 に お い て 、 常 に 細 管 内 が 作 動 流 体 で 充 た さ れ て い る と は 限 ら な い 。 状
況 に よ っ て は 、 作 動 流 体 の ド ラ イ ア ウ ト 現 象 な ど が 発 生 す る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 そ の 場
合 に は 、 期 待 通 り の 熱 輸 送 機 能 が 果 た せ ず 、 発 熱 体 に 対 す る 冷 却 能 力 が 不 安 定 に な っ た り
、 ま っ た く 熱 輸 送 で き ず に 動 作 し な く な っ た り す る お そ れ も 考 え ら れ る 。 ま た 、 地 上 試 験
な ど の 水 平 姿 勢 で も 類 似 し た 状 況 が 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 こ れ ら 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と に あ り 、 微 少 重 力 環 境 下 、 ま た は 加 重 下
の 水 平 姿 勢 に お い て 、 常 に 作 動 流 体 が 吸 熱 部 に 内 在 可 能 な ヒ ー ト パ イ プ を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 細 管 か ら な る 少 な
く と も 一 本 の 管 状 体 に お い て 、 そ の 一 部 近 傍 に 配 置 さ れ た 発 熱 体 と 対 向 す る 吸 熱 部 と 、 こ
の 発 熱 体 と 離 隔 さ せ た 排 熱 部 と を 有 す る ヒ ー ト パ イ プ で あ っ て 、 前 記 作 動 流 体 が 吸 熱 部 管
内 に 封 入 さ れ る こ と に よ り 、 作 動 流 体 を 流 動 ま た は 蒸 散 、 か つ 還 流 さ せ た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 発 熱 体 と 近 接 し た 吸 熱 部 管 内 の 作 動 流 体 が 、 こ の 発 熱 体 の 放 熱 に よ る 吸 熱 に
伴 っ て 、 排 熱 部 に 向 け て 流 動 ま た は 蒸 散 し 、 排 熱 部 管 内 で 排 熱 す る こ と に よ り 、 再 び 吸 熱
部 管 内 に 還 流 さ れ る 。 半 導 体 素 子 そ の 他 の 発 熱 体 に 対 し て 、 そ の 微 小 領 域 に 集 中 的 な 熱 制
御 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 管 状 の ヒ ー ト パ イ プ で あ っ て 、 微 小 重 力 環 境 下 の 熱 制 御
装 置 に 用 い ら れ る 構 成 と し た 。
こ れ に よ り 、 た と え ば 、 宇 宙 軌 道 上 の 微 小 重 力 環 境 下 に お い て 、 人 工 衛 星 の 各 種 半 導 体 装
置 な ど の た め の 熱 制 御 装 置 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 前 記 吸 熱 部 か ら 、 作 動 流 体 の 顕 熱 、 潜 熱 ま た は こ れ ら の
組 合 せ か ら な る 熱 輸 送 を さ せ た 構 成 と し た 。
こ れ に よ り 、 作 動 流 体 の 顕 熱 と し て 作 動 流 体 自 体 を 熱 拡 散 さ せ て も よ い し 、 作 動 流 体 の 状
態 遷 移 に 伴 う 潜 熱 と し て 、 た と え ば 気 化 、 還 流 さ せ て 熱 輸 送 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 前 記 吸 熱 部 の 管 状 体 内 壁 面 に 表 面 処 理 が な さ れ た こ と に
よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 に 作 動 流 体 を 内 在 さ せ 、 こ の 作 動 流 体 を 介 し て 吸 熱 部 か ら 熱
輸 送 を さ せ た 構 成 と し た 。
こ れ に よ り 、 管 状 体 内 壁 面 の 表 面 処 理 を 作 動 流 体 に 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 吸 熱 部 管 内 を
常 に 作 動 流 体 が 充 ち て い る 状 態 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 表 面 処 理 と し て は 、 た と
え ば メ ッ キ 処 理 、 ア ク リ ル や テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） の 蒸 着 な ど の コ ー テ ィ ン グ が 挙 げ ら れ
る が 、 こ れ ら の 他 に も 作 動 流 体 に 対 す る 濡 れ 性 を 変 化 さ せ る い ず れ の 処 理 で あ っ て も よ い
。 す な わ ち 、 吸 熱 部 が 作 動 流 体 を 排 熱 部 か ら 引 き 入 れ る 力 、 排 熱 部 が 作 動 流 体 と 反 発 し て
吸 熱 部 に 押 し 出 す 力 、 吸 熱 部 が 作 動 流 体 を 引 き 留 め る 力 、 ま た は こ れ ら の 複 合 か ら な る 細
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管 力 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 前 記 吸 熱 部 と 排 熱 部 を 含 む 吸 熱 部 以 外 の 管 状 体 内 壁 面 の
表 面 処 理 を 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、 各 内 壁 面 が 作 動 流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ
ー を コ ン ト ロ ー ル さ せ 、 管 内 を 、 交 互 に 液 に よ る 閉 塞 状 態 の 領 域 、 蒸 気 の 領 域 と な る よ う
に し た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ に よ り 、 管 状 体 内 壁 面 の 表 面 処 理 に つ い て 、 吸 熱 部 管 内 と 排 熱 部 管 内 と で 、 た と え ば
素 材 、 厚 み 、 面 積 、 模 様 、 位 置 、 粗 さ 、 処 理 内 容 、 処 理 工 程 な ど を 相 違 さ せ る 。 こ れ に よ
り 、 作 動 流 体 と 接 触 す る 内 壁 面 が 作 動 流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を コ ン ト ロ ー
ル す る こ と が で き 、 微 少 重 力 環 境 下 で あ っ て も 、 吸 熱 部 管 内 に 常 に 作 動 流 体 を 偏 在 さ せ る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 前 記 吸 熱 部 の 管 状 体 内 面 部 が 微 細 形 状 に 加 工 さ れ た こ と
に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 に 作 動 流 体 を 内 在 さ せ 、 こ の 作 動 流 体 を 介 し て 吸 熱 部 か ら
熱 輸 送 を さ せ た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 、 管 状 体 内 面 部 の 微 細 形 状 を 作 動 流 体 に 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 吸 熱 部 管 内 を
常 に 作 動 流 体 が 充 ち て い る 状 態 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 微 細 形 状 と し て は 、 た と
え ば ウ ィ ッ ク そ の 他 の 微 細 な 溝 加 工 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら の 他 に も 作 動 流 体 に 対 す る 濡
れ 性 を 変 化 さ せ る い ず れ の 加 工 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 吸 熱 部 が 作 動 流 体 を 排 熱 部 か
ら 引 き 入 れ る 力 、 排 熱 部 が 作 動 流 体 と 反 発 し て 吸 熱 部 に 押 し 出 す 力 、 吸 熱 部 が 作 動 流 体 を
引 き 留 め る 力 、 ま た は こ れ ら の 複 合 か ら な る 細 管 力 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ７ 記 載 の ヒ ー ト パ イ プ は 、 前 記 吸 熱 部 と 排 熱 部 と の 管 状 体 内 面 部 の 微 細 形 状 が 異 な
る こ と に よ っ て 、 各 内 面 部 が 作 動 流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を コ ン ト ロ ー ル さ
せ た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ り 、 管 状 体 内 面 部 の 微 細 形 状 に つ い て 、 吸 熱 部 管 内 と 排 熱 部 管 内 と で 、 た と え ば
模 様 、 深 さ 、 長 さ 、 幅 、 面 積 、 加 工 断 面 な ど を 相 違 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 作 動 流 体 と 接 触
す る 内 面 部 が 作 動 流 体 に 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き 、
微 少 重 力 環 境 下 で あ っ て も 、 吸 熱 部 管 内 に 常 に 作 動 流 体 を 偏 在 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ き 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る ヒ ー ト パ イ プ の 一 部 を 切 り 欠 い て 概 略 構 造 例 を 示 す 構 造 図 で あ
る 。
こ の ヒ ー ト パ イ プ １ は 、 図 １ に 示 す と お り 、 細 管 か ら な る 管 状 体 ２ の 中 央 部 に 近 接 さ せ て
発 熱 機 器 （ 発 熱 体 ） ３ を 配 置 し た 熱 制 御 装 置 に 適 用 す る も の で あ っ て 、 直 管 と し て の 管 状
体 ２ の 中 央 部 近 傍 を 発 熱 機 器 ３ と 対 向 さ せ た 吸 熱 領 域 （ 吸 熱 部 ） ５ と し 、 発 熱 機 器 ３ と 離
隔 し た 両 端 部 を 排 熱 領 域 （ 排 熱 部 ） ６ ， ６ と し た 単 管 ヒ ー ト パ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 管 状 体 ２ の 管 内 に は 、 発 熱 機 器 ３ か ら の 放 熱 に 伴 う 熱 エ ネ ル ギ ー を 顕 熱 ま た は 潜 熱 と
し て 熱 輸 送 を す る た め に 、 所 定 量 の 作 動 液 （ 作 動 流 体 ） を 封 入 し て あ る 。 こ の よ う な 管 状
体 ２ の 素 材 と し て は 、 た と え ば ア ル ミ ニ ウ ム や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 そ の 他 の 熱 伝 導 材 料 が 用
い ら れ る 。 ま た 、 作 動 液 と し て は 、 一 般 に 、 ア ン モ ニ ア 、 ア セ ト ン そ の 他 の 揮 発 性 の 液 状
熱 媒 体 が 用 い ら れ る が 、 熱 制 御 の た め の 吸 熱 時 に お い て 、 前 記 熱 輸 送 可 能 な 流 動 性 あ る 素
材 で あ れ ば い ず れ で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ は 、 図 １ に 示 す 管 状 体 中 央 部 を 拡 大 し て 示 す 一 例 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
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こ の 実 施 例 に は 、 発 熱 機 器 ３ 直 下 に 吸 熱 領 域 ５ を 設 け 、 吸 熱 領 域 ５ と 隣 接 し た 左 右 両 端 部
を 排 熱 領 域 ６ ， ６ と し て あ る 。 吸 熱 領 域 ５ に お け る 管 状 体 ２ 内 壁 （ 内 壁 面 ） は 、 排 熱 領 域
６ の 管 状 体 ２ 内 壁 と 異 な る コ ー テ ィ ン グ （ 表 面 処 理 ） ５ １ が 施 さ れ て い る 。 例 え ば 、 排 熱
領 域 ６ ， ６ 内 壁 に は 処 理 を 施 さ ず 、 吸 熱 領 域 ５ に は メ ッ キ 処 理 の よ う な コ ー テ ィ ン グ を 施
し て あ る 。 し た が っ て 、 内 壁 が 作 動 液 ７ に 接 触 し て 作 用 す る と き の 表 面 エ ネ ル ギ ー を 、 吸
熱 領 域 ５ の 内 壁 と 排 熱 領 域 ６ の 内 壁 と で 相 対 的 に 相 違 す る よ う に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 吸 熱 領 域 ５ は 、 発 熱 機 器 ３ か ら の 吸 熱 が 特 に 高 く な る 部 分 と 対 向 さ せ る こ と が 望 ま
し い の で 、 発 熱 機 器 ３ 直 下 と し た が 、 こ の 直 下 部 分 に 加 え て 、 管 状 体 ２ 軸 方 向 左 右 の 発 熱
体 ３ 近 傍 部 分 を 含 む 領 域 ま で 若 干 拡 張 さ せ て 設 け て も よ い 。 ま た 、 排 熱 領 域 ６ を 管 状 体 ２
両 端 部 に 併 設 す れ ば 排 熱 機 能 を 高 め 得 る が 、 い ず れ か 一 端 部 の み に 設 け て 他 端 部 を 有 し な
い 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ れ に よ り 、 宇 宙 軌 道 上 の 人 工 衛 星 内 な ど 微 少 重 力 環 境 下 に お い て も 、 吸 熱 領 域 ５ 内 と 排
熱 領 域 ６ 内 と に 作 動 液 ７ が 一 様 に 散 在 し て し ま う こ と が な く な る 。 こ の た め 、 半 導 体 装 置
な ど 発 熱 機 器 ３ に お い て 、 特 定 の 素 子 と 選 択 的 に 接 触 し て い る ヒ ー ト パ イ プ １ の 吸 熱 領 域
５ 内 を 常 に 作 動 液 ７ で 充 た さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 作 動 液 ７ が 、 確 実 に 発 熱 機
器 ３ の 放 熱 を 顕 熱 と し て 排 熱 領 域 ６ 内 に 熱 拡 散 さ せ 、 ま た 、 気 化 の た め の 潜 熱 と し て 蒸 散
に 供 さ せ る 機 能 を 獲 得 で き る 。 す な わ ち 、 熱 輸 送 効 率 化 の 基 本 条 件 と な る 「 吸 熱 領 域 ５ 内
を 常 に 作 動 液 ７ で 充 た さ せ る 」 作 用 が 実 現 で き た こ と に よ り 、 発 熱 機 器 ３ か ら の 放 熱 を 吸
熱 領 域 ５ か ら 効 率 よ く 排 熱 領 域 ６ に 熱 輸 送 可 能 と な る 。 ま た 、 姿 勢 制 御 の た め の 噴 射 に 伴
う 加 重 時 や 、 地 上 試 験 な ど に お い て も 、 重 力 下 の 水 平 姿 勢 に お け る 類 似 し た 機 能 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 管 状 体 ２ 中 央 部 の 別 の 実 施 例 は 、 吸 熱 領 域 ５ に お け る 管 状 体 ２ 内 壁 （ 内 面 部 ） に 、
排 熱 領 域 ６ の 管 状 体 ２ 内 壁 と は 異 な る 微 細 な 溝 加 工 （ 微 細 形 状 ） ５ ２ が 施 さ れ 、 同 じ く 、
作 動 液 ７ に 作 用 す る 内 壁 の 表 面 エ ネ ル ギ ー を 相 対 的 に コ ン ト ロ ー ル し て あ る 。 た と え ば 、
軸 方 向 の 溝 を 有 し た ウ ィ ッ ク な ど を 多 条 に し て 設 け て も よ い 。 な お 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の
実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 熱 機 器 下 に お い て 設 置 面 積 が 許 す 限 り 、 複 数 の ヒ ー ト パ
イ プ を 柵 状 に 並 行 さ せ 、 交 差 さ せ 、 ま た は 十 字 形 状 と し て 併 設 す る こ と に よ り 、 広 い 面 積
で 熱 制 御 を 行 う 構 成 に 適 用 で き 、 そ の 他 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で い ず れ の 構 成 の
も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 し く 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の ヒ ー ト パ イ プ に よ れ ば 、 作 動 流 体 が 流 動 ま た は 蒸 散
し 、 排 熱 部 管 内 で 排 熱 し て 吸 熱 部 管 内 へ 還 流 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 発 熱 体 か ら の 放 熱 が 吸
熱 部 か ら 効 率 よ く 排 熱 部 に 熱 輸 送 さ れ 、 微 小 重 力 環 境 化 な ど に お い て 、 発 熱 体 の 微 小 領 域
に 集 中 的 な 熱 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー ト パ イ プ の 一 部 を 切 り 欠 い て 示 す 概 略 構 造 例 の 構
造 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 管 状 体 中 央 部 を 拡 大 し て 示 す 一 例 の 部 分 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ヒ ー ト パ イ プ
２ 　 管 状 体
３ 　 発 熱 機 器 （ 発 熱 体 ）
５ 　 吸 熱 領 域 （ 吸 熱 部 ）
６ 　 排 熱 領 域 （ 排 熱 部 ）
７ 　 作 動 液 （ 作 動 流 体 ）

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-239567 A 2004.8.26



５ １ 　 コ ー テ ィ ン グ （ 表 面 処 理 ）
５ ２ 　 溝 加 工 （ 微 細 形 状 ）

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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